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く 記録 され て いる が , その 後 沖縄 本 鳥 を 含む 琉球 列島 で は 再発 見 の 報告 を 見 ず , その 年 種 の 位置 は 未 決定 の ま ヽ 
残さ れ て いる 。 

対馬 に 産 す る も の は 浦田 氏 の 採集 記録 より 判断 する に 疑 も な く 土着 種 で も っ て 迷 蝶 で は な い 。 Pithecopis の よ 
5 に 飛翔 力 の 弱い 局部 粒 の 媒 が 迷 蝶 と し て 飛来 し , し か ゃ 同一 場所 で 同時 に 7 頭 も 採集 され る こと は 絶対 に 考え 
られ な い 。 私 は これ を 日 本 が 熱帯 性 の 気 侯 で あっ た 地質 時 代 の 残留 種 で , 産地 の 局部 的 の 環境 に 保護 され て 今日 
まで 生存 を 続け て きた も の と 推定 する 。 

肖 。 私 の 調べ た 対馬 産 の 18 は 台湾 産 の も の と 名 著 に 相 達 する 点 が あり , 地理 的 に も 非常 に か け 離 れ て いる 
の で 。 これ が 新生 種 を 代表 し て いる こと は 苑 ん ど 耕 が な い 。 し か し 邊 の 手許 に ある 標本 は あま り 新 鮮 で は な く , 
双 僅 に 1 頭 に 過ぎ ぬ の で , 新 亜 種 の 記載 は 将来, 多数 の 新鮮 な 材料 が えら れ て か ら 公表 し た いと 考え る ・ 

末 筆 年 ら 本 種 の 発見 者 浦田 明夫 氏 の 御 功 績 を 特筆 大 書 し , 叉 私 に 標本 を 贈ら ちら れ , その 発表 を ゆだね られ た 御 
好意 に 深謝 し た い .。 

















Résumé 


On 5th August, 1954, Mr. AKIO URATA collected a tropical Lycaenid, Pithecopis hylax (FABRI- 
CIUS) at Sasuna-mura, Tsushima Islands, Japan. This is the first record of the species in Japan, 
and the discovery was entirely unexpected, as this locality is situated much further north from 
Okinawahonto of the Loochoos, the northernmost known locality of the species. He found more 
than ten specimens of this species in Cryptomeria-forest in a hill, and collected seven specimens, 
of which a male is shown here. Undoubtedly the species is native in the Tsushima Islands, and 
cannot be regard as a migrant species. The form from the Tsushima Islands may represent a neW 
subspecies, but only a single specimen is available for me at present, and the establishment of a 
new subspecies must be postponed until more materials will be obtained. 


スス ハス スス へ へ へ へ スス スス スス スス スス スン スー スス スス スス スス ペペ スス スペ スス スム ス スハ スペ ハハ ハハ ヘ へ へ へ へ へ へ へ へ へ へ ハハ スハ の クン ン ン ププ スス 
チョ ウッ セン アカ シジミ の 生活 更 
小 田 公 良 


Life History of Coreana raphaelis flamen LEEcH in Japan 


By Kruryosgr OpA 


本 種 は 日 本 で は 現在 の 所 岩手 県 九戸 郡 野 田村 , 下閉伊 郡田 野 畑 村 及 び 普 代 村 の 三村 より 発見 され て お る 珍 蝶 
で , その 生活 史 は まだ 明らか に され て お ら な か っ た 。 筆者 は 昨年 (1953) 中 原 和 郎 先 生 の 御 推定 に より 食 草 が ト 
ネリ ュ コ で ある 事 を つき と め , 終 令 幼虫 4 頭 を 得 , これ を 飼育 し 8 1 頭 を 羽化 せしめ た "①。 婦 成虫 活動 後半 期 に 
野外 の 食 樹 か ら 卵 十 数 卵 を 得 , 本 年 は この 卵 を 明 化 させ て 生活 史 を 調べ よう と 思っ た が 冬期 の 保存 が 悪 か っ た 薦 
か 骨 化 し な か っ た 。 そこ で 野外 か ら 幼 虫 を 採集 し た が 時 中 に 遅く 3 令 の 終り 頃 に な っ て いた 。 この 様 な 訳 で 不 完 
全 な 記録 で は ある が 参考 の 為 に 発表 する 次 第 で ある 。 

卵 (Fig. 1). 概 形 は 団子 型 で 上 面 中 央 は 盛り 上 っ て お り , 精 孔 部 は 凹ん で いる 。 卵 の 端 部 に は 沢山 の 凹み が あ 
っ て , 非常 た 西門 な 感じ が する 。 路 の 色 は 産 沸 し て 間 も な い 時 は 美 く しい 乳白 色 で ある が , 日 が 立つ に 従っ て 汚 
れ 黄 色 味 の ある 灰白色 と な る 。 直 経 1.0mm 弱 , 高 さ 0.6mm 位 。 

盾 3 会 幼虫 所 詩 ワ ラジ 型 で , 沢山 の 蝶 が 蜜 腺 等 に 訪れ て いる の が 目 に つく 。 体 色 が 終 信 幼 束 の 様 に 濃緑 色 で 
な く , 百 慕 色 な の で , 背 線 等 の 紫 赤 色 が 非常 に 目立つ 。 食 痕 は 不 規則 で , 葉 の 中 央 に 小 乾 を あけ た り , 側 部 より 








(1) 中 原 和 対 ・ 小 田 公 長 : 日 本 未 記 銚 の シタ ミチ ョ ッ ウ . 上 蝶 ゞ 峨 , Vol. IV, p. 20 (1953). 
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喰っ た り し て 一 定 し な い . 静止 場所 は 葉 の 裏面 より 他 の 葉 の 影 に な っ た 葉 の 表面 に 多い . 第 3 虐 直 前 体長 


7~7.5mm, 体 幅 2.4mm 位 で ある 。 
終 令 幼虫 (Figs. 2, 3) ゼ で フィ ルス ー 般 型 , 体 色 濃 緑色 で 頭 部 , 前 胸 と 尾部 の 中 央 は 赤 紫 色 ,。 夫 線 も 赤 紫 色 。 


日 器 , 単眼 は 光沢 ある 黒色 , 体毛 は 微少 で 色 を 判定 し 難い が 黒色 の や う で ある 。 気 門 は 前 胸 , 第 1 8 腹 節 に あ 






Fig. 1. Eggs, milky white. 





り , 褐色 。 老 英 す る と 緑色 の 部 分 が 淡 褐 色 に 変る が , の 

層 Te i ゃ Fi * 

緑色 の 部 分 も 開 ら か ある 。 上 | 
Full-grown larva, Full-grown larva, 


lateral view. 





ウラ キン シジミ の 幼虫 と は 有明 ら か に 区 別 が つく 。 自 然 Deep green with purple-red marking 





Fig. 4 Fig. 5 Fig. 6 
P 0 1 Pupa, lateral view. Pupa, dorsal view. ” 
RR Yellowish brown with blackish marking. 


状態 の 本 令 幼 虫 は , 葉 を 内 側 に 巻き で 巣 を 造っ て いる が , 飼育 に よる も の 多く は 単に 工 の 表面 や 裏面 に い 
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ーー 
る 。 沿 食 浪 に は 特徴 が な い 。 脱 皮 直 後 の 体 長 ,7.5 一 8.5mm, 体 幅 2.5~3mm, 成長 すれ は 体長 18mm i; 体 幅 5 一 
5.5mm に 達する 。 

前 顕 拓 食 を 終り 。 体 内 の 不 消化 物 を 排 演 し た 老 問 幼 虫 は Schale 内 を 活 失 に 歩き 廻り , 後 枯葉 の 上 や Schale 
内 の 壁 に 虫 化 場所 を 定め て 静止 し , 少し 時 間 を お いて 胸部 を 表 え る 系 と 尾 端 を 支え る 足場 と を 作る 。 前 邊 は 3 一 6 
日 目 に 紀 化す る 。 前 映 期 の 長 さ は 気温 が 相当 影響 する 。 前 嵐 は 体長 12mm. 体 幅 5.5~6mm で ある , 

幅 (Figs. 4, 5, 6) 普通 の ゼ フ ィ ル ス 型 , 全体 黄 褐 色 , 硝 部 は 一 面 に 黒色 の 不 規則 な 雲 状 級 を 装っ て いる 。 前 
陶 太 び 腹 関節 上 の 気 門 部 は 灰白色, その 周囲 は 軽く 降 起 し て 小 丘 を 成 し て いる 。 腹面 は 選 平 や ヽ 淡 色 , 巣 紋 は 
殆 ん ど 頭 部 (触角 を 含む ) 及び 諸 部 に 限ら れ , か つ 背 面 に 於 ける より 粗 で ある 。 脚 部 及び 腹部 は 黒 級 を 欠く 。 日 
六 の 長き は 触角 の 約 半分 , 触角 の 末端 は 前 幼 前 角 部 に 接し て いる 。 体長 11mm., 幅 5.5 一 6mmr・ 位 。 
自然 状態 の 申 は , 幼虫 時 代 の 巣 か ら 得 ら れる が (この 場合 虹 が まだ 関心 を 持っ て 由 上 に 集まっ て いる の が 画 白 
い )。 大 部 分 は 食 樹 上 に お ら ず , 功 の 色彩 か ら 判 断 す る と 地上 に 降り て 聞 化 する も の と 思わ れる 。 申 期 は 19 一 27 日 
間 位 . 羽化 は 観 祭 出来 な か っ た が , 羽化 の 2 一 3 日 前 に 対等 の 色 が 均 い て 見 える . 

箇 育 経過 飼育 し た 幼虫 は 約 30 頭 で も や っ た が , 寄生 蜂 に 侵さ れ て いた り , 幅 期 に 腐っ て 死ん で いた り , 羽化 直 
前 に 死ん だ り (原因 不明 ) し て 結局 羽化 し た も の は 僅 に 3 1 匹 と % 1 匹 た だ び げ で あっ た 。 


飼 育 経過 表 




































































蜂 化 | 3 虐 起 | 前 遇 中 化 | 羽 化 
18_TV--25-IY 25-V~29-V 18.VL-18-VI ! 17-Vi-24-VI | 16-VII 


食 培 野外 に 於 ける 食 樹 は 殆 ん ど が トネリコ で ある が , 同属 の アオ タゴ , ヤ チ ダ そ か ら る も 得 ら れる 。 又 飼 育 の 
際 1 匹 の 終 令 幼 虫 に イボ タ の 工 を 与え を た 所 , 最初 は 仲 々 食べ な か っ た が 半日 位 する と 端 の 方 を 少 し 食べ た 。 し か 
し 発育 が 悪く な っ た の で この 実験 は 中 止 し た 。 野 外 に 於 て イボ タ を 食す と は 考え られ な い 。 

成虫 の 習性 出現 期 は 期 の 温度 に より , 相当 の 差 が 出来 る 様 で , 昨年 は 7 月 上 勾 に 出現 し た が , 今年 は 7 月 
中 名 か ら 出 現し て お る 。 日 週 活動 は 詳し く 観察 し て いな い が , 11 一 14 時 の 日 盛り に 8 か 活動 し 高き 1.5m 位 
の 食 樹 $ 混 っ て いる 小 溢 木 上 を 止 る 事 無し に , 100m 位 の 距離 を 敏速 に 往復 運動 を し て いる が , ? は 食 樹 等 の 葉 
影 に 静止 し て いる の を 見 る 。 花 に 飛来 する こと は まだ 観察 し て いな い が 食 樹 の 葉 上 の 露 を 吸収 し て いる 8 を 目撃 
し た 事 が ある 。 羽 化 当 時 葉 上 に 静止 し て いる 9? の 側 に 8 が 飛来 し , 交尾 が 行わ れる が , この 時 間 は 11 一 14 時 
で あり , この 際 触 っ た りす る と 落下 する こと が 多い 。 産 計 は 成 束 出 現 期 の 中 頃 か ら 行 われ る 。 今 まで 発見 し た 産 
卵 さ れ て いる 食 樹 の 高き は 1 一 1.5m の 小さ な 木 で , 傍 に 大 き な 食 樹 が あっ て $ ゃ 産 付 され て いな い 。 これ は 成虫 の 
活動 する 高き と 関係 が ある か も し れ な い 。 産卵 位 連 は , 食 樹 の 根本 に 限ら れ (地上 2 一 40cm 位 の 所 ), 粗雑 に 産 
ん で お り , 1 個 の 時 も ある が 通常 は 数 卵 ず つ , 卒 に は 数 十 卵 も 産 付 さ れ て いる 。 休 限 芽 の 基部 や 細 枝 の 分 岐 点 に 
産 此 さ れ て いる の は 見 た 事 が な い 。 この 産 印 位 置 は 他 の Zephyrus 類 と は 非常 に 異 り , 産 九 中 の 母 喉 を 見 る 事 は 
容易 で な い 。 成虫 は 8 月 中 乱 頃 に は 姿 を 総 つ 様 で ある ,。 

附 記 本 種 は , 天敵 に 如く , 又 食 樹 が 少く な る 為 , 年 々 発生 地 及 び 数 が , 少く な る が , この ま ヽ の 状態 で 行く と 
数 年 立つ 内 に 全 減 する 恐れ が ある の で , 村 の 人 達 に も 協力 し て も らい , 保護 し て 行こ うと 思う . 

本 稿 を 草 す る に 当っ て , 常に 御 声 援 と 件 指導 を 賜わり , 沿 呈 御 多 忙中 に も 鬼 わ ら ず 写真 を 撮影 し て 下さ っ た 中 
原 和 郎 先 生 に 裏 心 より 感謝 の 意 を 表し ます 。 







































































会 員 諸 氏 に お ね が い 本 学会 ふ 着 々 基礎 を 固め , 堅実 順調 な 歩み を 続け て いま す 。 会 員 が 増加 すれ ば ぱ , 
それ だ け 本 学会 も 盛 に な る わけ で す 。 会 員 諸氏 に お か れ て も , 機会 ある 毎 に , 積極 的 に 同志 の 獲得 に 御 


努力 下さ る よう と くに お 願い 申し 上 げ ま す 。 
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